
開 催 日 時 平成２５年２月３日（日）　午前１０時～１１時４５分

開 催 場 所 市議会　大会議室

班　長 永井　俊作

司会者 木下　康子

記録者 寺井　吉広

尾仲利治　井藤圭湍　樽谷彰人　深山昌明　中西礼皇　松井久美子

出雲晶三　佐々木敏　北川貴則　新田正彦　冨田賢治　西川あゆみ　

参 加 人 数          ３５　名

 報告内容に関
 する質疑応答

　　　　　議員間討議では情報を各議員が共有し、議員提案する議会をめざしたい。

 主な意見・提
 言・要望と応答

　意見　アンケートで定数25名がもっとも多い。25名でどうやっていくか考えるべきである。
　　　　　第3者委員会で4案を査定してもらえばいいのではないか。

　意見　定数は減らしても、大した財政効果は得られない。議員が議員の役割を果たし

　　　　　が充分できる報酬を考えてもらいたい。

　意見　昭和30年に人口10万人ほどで、33名の議員がいた。31人が多いとは思わない。

　意見　神戸市は、人口150万人で議員は90人余りである。30万人なら10人減らしても
　　　　　いい。報酬は、財政のこともしっかり考えてほしい。

・議員定数、報酬について
　意見　報酬を増やす。そのかわりしっかり仕事をやる。女性の定数を増やす。4案ともダ
　　　　  メ。見直しをしてほしい。

　意見　定数は、民意を反映するためには、現状か、少し増がいい。報酬は、議員活動

　意見　駅前再開発の住民投票で民意を問うということに対して、反対した議員の資質を
　　　　　問いたい。

　　　　　ていないから、市民は定数を減らせと言っている。

　回答　できる方向でがんばっていく。市民に行政と議会にどう参画してもらうか。又

・議会基本条例骨子案について
　質問　今までとどうちがうのか。分類方法も工夫してわかりやすくしてほしい。
　回答　本年9月までに、条例を作りたいという趣旨で本日はご意見を承りたい。
　　　 　 議会の姿が、市民から見えないというのが基本条例を作る契機になっている。
　　　  　基本条例は、行政側と対等に議論ができる、指摘ができるという立場から作
　　　 　 ろうとした。

　意見　中身はいいと思うが、それを実践することが大事である。

　質問　大筋としては期待する。この条例を施行すれば、こう変わるということを示して
　　　　　ほしい。「議員間の自由討議で合意形成を図る」これは、できるのか。また、参
　　　　　考人とのディスカッションはできるのか。

その他

出 席 議 員

議会報告会実施報告書



　　　明石市議会活性化特別委員長  様

　　　　平成２５年２月７日

　　　　　　　　　　上記のとおり報告します。

班長　　永井　俊作


